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A. 研究概要
私は主に位相幾何学について種々の観点から研究を行っているが，最近は主に以
下のテーマについて研究を行った．
1. 可微分写像の大域的特異点論．
可微分写像の特異点の研究はこれまでにかなりなされてきているが，ほとんどは
局所的振る舞いを調べるにとどまり，大域的研究はあまりなかった．さらに，この
ような特異点論の観点から可微分多様体の構造を研究することは，意外なことに
今までほとんどなされてこなかった．これまでの我々の研究により，多様体間の
写像の特異点が，多様体の構造の本質的な部分を担っていることが明らかにされ
ており，こうした研究が位相幾何学において重要であることが認識されるように
なってきている．最近は，こうした事柄を特異写像の同境理論の観点から研究し
ている．本 [B-1]においては，多様体間の可微分写像に現れる特異ファイバーの
理論を構築した．さらに 4次元多様体上の安定写像の特異ファイバーについて詳
しく調べ，ある種の特異ファイバーが 4次元多様体の位相幾何の本質的な部分を
担っていることを明らかにした [B-10]．なお [B-1]の一般論により，特異ファイ
バーによる値域多様体の分割を基にした普遍複体が構成され，そのコホモロジー
群が定義されるが，それが特異点を持つ可微分写像の同境類の不変量を与えるこ
とがわかる．[B-11]では，そうした理論が写像芽を安定摂動したときに現れる
ある種の特異点の個数の位相不変性に応用できることを示した．これは写像の特
異点の大域的な研究が局所的な研究に役立つ良い例を与えている．また，[B-3,
B-7]において，正則ファイバーとして球面の非交和を持つような写像の位相幾何
について研究し，special generic mapについて知られていた結果の拡張に成功し
た．また LSカテゴリーとの関係についても論じた．さらに [B-8]においては，閉
多様体から 2次元球面への可微分写像について，その定値折り目特異点がホモト
ピーで常に消去できることを示した．この結果は開写像の理論，及び接触構造の
理論とも関連し，今後の発展が期待される．
2. 余次元 1の埋め込み理論．
次元が異なるかも知れない 3つの球面の直積を余次元 1で球面に埋め込んだとき，
その補空間の 2つの連結成分のうちどちらかの閉包が，2つの球面と 1つの円板
の直積に微分同相となるかどうかについて [B-2]で調べ，ある特殊な次元の組を
除いてはそれが正しく，特殊な場合には反例が無限個あることを示した．
3. 非球面結び目の同境類の研究．
一般次元の非球面的結び目の同境類について研究し，特に 2次元と 4次元の場合
に完全な結果を得た [B-4, B-6]．また，高次元のファイバー結び目の同境類につ
いても研究を行い，そのサーベイ論文 [B-9]を書いた．
4. 4次元多様体の研究．
境界付き 4次元多様体の安定的写像類群を，variation mapを使って代数的に記
述した [B-5]．
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